
別添様式２－（１）

自然環境整備計画（国定公園等整備事業）

【令和４年度～令和８年度】

栃木県
と ち ぎ け ん

令和３年12月

                                      



別添様式２－（２）　目標、計画期間及び整備方針（自然環境整備計画（国定公園等整備事業））

対象地域

令和 4 年度　～ 令和 8 年度

目標

目標設定の根拠
対象地域の現状

課題

対象地域の整備方針

目標を定量化する指標
目標値

単　位 基準年度 目標年度

千人 R1 R8

その他必要な事項

都道府県名 栃木県 首都圏自然歩道（稜線をたどるみち外）

計画期間

多くの人々が豊かな自然や歴史、文化遺産に触れながら、楽しく安全に歩くことのできる歩道を整備する。
・　利用者のニーズや利用形態に応じた歩道施設を整備し、歩道の快適性・安全性の向上を図る。
・　老朽化した標識の再整備とともに多言語化を実施し、外国人を含む利用者の利便性の向上を図る。

・　栃木県内の首都圏自然歩道は、日光国立公園内の庚申山（日光市）から７つの県立自然公園を通り、福島県白河市旗宿（白河の関跡）で東北自然歩道と連結する、36コース総延長389kmの歩道である。
・　路線の多くは、昭和57年度から昭和63年度にかけて新規整備したものであり、平成18年度から平成21年度には、当該路線の再整備に加え、東北自然歩道との接続のための新規路線の整備を実施した。
・　既存路線においては、平成18年度から平成21年度の計画期間中に未改修であった施設や、新規整備した施設の老朽化が顕著になってきている。また、令和３年度に新規路線の計画を追加したが、令和4年度以降に整備を実施する予定である。

・　歩道利用者の中には、寺院等の史跡観光を目的とした年配者も多いことから、公衆トイレや休憩施設の整備による快適性・安全性の確保が求められている。
・　新規路線においては、標識を含む歩道施設が整備されていないことから、利用者の道迷い等が発生するおそれがある。
・　一部標識については、老朽化しているとともに多言語非対応であることから、外国人を含む利用者の利便性が低下している。

方針に沿った主要な事業
・　利用者の利用形態に応じて公衆トイレの洋式化や休憩施設の整備を実施し、快適性・安全性の向上を図る。 ・首都圏自然歩道整備事業

　3-2　鯉と山あいのみち
　3-3　風薫る山里のみち
　3-4　桜咲くパノラマのみち
　3-7　焼き物としいの木のみち
　3-8　歴史のまちを望むみち
　3-9　麦笛のみち
　3-14 石段とツツジ咲く峠のみち
　3-16 松風のみち
　3-17 マンサクの花咲くみち

・　新規路線における歩道施設の整備を実施し、利便性・安全性の確保を図る。 ・首都圏自然歩道整備事業
　3-1　未成線「長倉線」をたどるみち

・　老朽化した階段等の改修及び標識類の多言語化改修を実施し、幅広い利用者の利便性の向上を図る。 ・首都圏自然歩道整備事業
　3-5　稜線をたどるみち
　3-6　かかしの里・ブドウのみち
　3-10 桜咲くパノラマのみち
　3-11 雲流れる桜花のみち
　3-12 そばとみかんの里を歩くみち・棚田めぐりのみち
　3-13 そばとみかんの里を歩くみち
　3-15 浮世絵と史跡を見る里のみち
　3-18 名刹と旧跡を訪ねるみち
　3-19 アシそよぐ水辺のみち

指　　標 定　　義 調査等の方法 目標と指標及び目標値の関連性 従前値

長距離自然歩道利用者数 4,260 4,500
各歩道の通過する市町の観光客入込数から推計した歩道利
用者数

自然公園等利用者数調
を活用

利用者数の変動を、施設整備の効果を図る指標とし、従前値から
５％程度の利用者数の増加を目標とする。


